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今年は例年にない天候不順により播
種作業が大幅に遅れた。
「今年の蒔き付けは、つくづく『農家
は自然との戦い』だなと思い知らさ
れるものでしたが、焦らず、いつも
のように家族で協力し合い助け合い
ながら収穫を終えられるよう頑張っ
ていきたいです。」
と第６営農集団青野徹さん家族は意
気込みを語った。

６月８日

長芋蒔き付け作業
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子
ど
も
農
作
業
体
験
は
体
験
学
習
・
交
流
活
動
を
通
じ

て
親
子
や
地
域
の
大
人
・
子
ど
も
間
の
ふ
れ
あ
い
を
促
進

し
、
食
の
大
切
さ
を
伝
え
、
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
が
目

的
で
、
教
育
委
員
会
の
主
催
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

町
内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・

な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
（
清
里
小
学
校
）
等
が
「
育
て
て
」「
収

穫
し
」「
味
わ
う
」
こ
と
を
体
験
す
る
。
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ボ
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〈
種
ま
き
・
苗
植
え
〉

　

５
月
に
じ
ゃ
が
い
も
の
種
ま
き
、
６

月
に
と
う
も
ろ
こ
し
の
苗
植
え
体
験
が

行
わ
れ
た
。

　

と
う
も
ろ
こ
し
は
、
手
で
土
を
少
し

掘
り
、
苗
が
立
つ
よ
う
に
丁
寧
に
植
え

て
い
っ
た
。
後
半
に
な
る
と
、
慣
れ
た

手
つ
き
で
ど
ん
ど
ん
植
え
て
お
り
、
楽

し
ん
で
い
る
様
子
だ
っ
た
。『
楽
し
い

よ
』
と
満
面
の
笑
顔
が
輝
い
て
い
た
。

　

収
穫
ま
で
待
ち
遠
し
く
、
大
き
く
育

つ
こ
と
を
願
っ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
お
手
伝
い
や
畑
の
管

理
は
12
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ

り
行
わ
れ
て
い
る
。

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

12
名
〉

　
（
会
長
）
南
出
博

枝
崎
弘
一
・
村
上
吉
立
・
上
本
義
一
・

上
本
孝
子
・
浜
口
隆
保
・
塩
沢
民
子
・

田
村
善
行
・
奥
山
和
美
・
鈴
木
一
己
・

樫
村
信
一
・
及
川
恵
美
子　
（
敬
称
略
）

どんどん
植えるわよ～

大きく
育ってね

楽しいよ
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今
回
の
『
借
物
競
争
』
で
は
、
櫛
引

町
長
と
普
及
セ
ン
タ
ー
佐
藤
支
所
長
と

石
井
専
務
が
参
加
し
、
部
員
た
ち
と
一

緒
に
走
り
交
流
し
ま
し
た
。

　

ク
イ
ズ
『
○
×
ゲ
ー
ム
』
は
、
役
員

が
作
っ
た
ク
イ
ズ
が
出
題
さ
れ
、
最
後

ま
で
残
っ
た
人
に
は
景
品
が
配
ら
れ
ま

し
た
。
残
り
約
20
人
い
る
中
、
問
題
を

出
す
と
正
解
者
が
１
人
だ
け
と
い
う
驚

き
の
結
果
が
出
る
と
歓
声
が
わ
き
あ
が

り
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
例
年
同
様
、『
運
は
天
ま

か
せ
』『
玉
入
れ
』『
お
母
さ
ん
は
大
忙

し
』『
パ
ン
食
い
競
争
』『
か
ぼ
ち
ゃ
の

収
穫
』『
坊
ち
ゃ
ん
・
嬢
ち
ゃ
ん
』
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
結
果
、
優
勝
し
た
の
は
橙
チ
ー

ム
、
２
位
青
チ
ー
ム
、
３
位
黄
チ
ー
ム
、

４
位
白
チ
ー
ム
、
５
位
赤
チ
ー
ム
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
２
位
が
２
チ
ー
ム

同
点
だ
っ
た
為
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
順
位

を
決
め
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｖ
Ｐ
賞
に
は
、『
ク
イ
ズ
○
×
ゲ
ー

ム
』
で
１
人
だ
け
正
解
だ
っ
た
第
８
営

農
集
団
の
伊
藤
松
美
さ
ん
が
選
ば
れ
、

特
別
賞
は
、『
じ
ゃ
が
い
も
踊
り
』
の

指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
第
４
営
農
集

団
の
岡
本
寛
美
さ
ん
が
踊
り
の
説
明
を

わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
た
と
好
評

で
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
じ
ゃ
が
い
も
踊
り
」
と
「
清

里
音
頭
」
を
踊
り
、
終
了
後
、
各
支
部

で
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部
（
成
戸
貴
子
部

長
）
は
６
月
11
日
、
清
里
町
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
ス
ポ
ー
ツ
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

青
チ
ー
ム
（
１
・
10
集
団
）
28
名

　

白
チ
ー
ム
（
２
・
７
集
団
）
22
名

　

赤
チ
ー
ム
（
５
・
６
集
団
）
31
名

　

橙
チ
ー
ム
（
３
・
８
集
団
）
30
名

　

黄
チ
ー
ム
（
４
・
９
集
団
）
24
名

　

計
５
チ
ー
ム
、
１
３
５
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
天
候
不
順
に
よ
り
、
農
作
業

が
遅
れ
、
多
忙
の
中
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
多
く
の
部
員
が
参
加
し
ま

し
た
。
元
気
い
っ
ぱ
い
に
始
ま
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
開
会
式
で

は
、
第
９
営
農
集
団
の
垂
石
悦
子
さ
ん

よ
り
昨
年
に
引
き
続
き
愛
の
あ
る
選
手

宣
誓
が
あ
り
ま
し
た
。

選手宣誓
第９営農集団
垂石悦子さん

“ 今日だけは農作業の事は忘れ、
おもいっきり走って笑ってパワーアップ！”

第 12回ＪＡ清里町女性部スポーツレクリエーション

（パン食い競争）

（かぼちゃの収穫）

（運は天まかせ）

（玉入れ）

（お母さんは大忙し）

（坊ちゃん・嬢ちゃん）

（借物競争）

石
井
専
務
も
櫛
引
町
長
も
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。

誰
か
い
ま

せ
ん
か
〜



5 組合だより　2013.7

選手宣誓　
第８営農集団
市橋和樹さんと増子博康さん

　

去
る
６
月
25
日
午
前
７
時
よ
り
、
清

里
町
農
協
青
年
部
（
島
田
耕
一
部
長
）

主
催
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
清
里

町
民
グ
ラ
ン
ド
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

各
支
部
の
青
年
チ
ー
ム
の
他
、
営
農

集
団
長
・
ホ
ク
レ
ン
・
普
及
セ
ン
タ
ー
、

農
業
委
員
会
、
農
民
連
盟
、
農
協
役
職

員
チ
ー
ム
の
10
チ
ー
ム
１
４
６
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
曇
天
で
肌
寒
い
中
で
の
試
合

開
始
と
な
り
ま
し
た
が
、
プ
レ
ー
が
進

む
う
ち
に
雲
が
切
れ
始
め
、
気
温
も
上

昇
、
絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
と
な
り
、

今
年
も
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
続
出
、
好
プ

レ
ー
・
珍
プ
レ
ー
も
随
所
に
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

試
合
の
結
果
は
、
清
里
南
Ａ
チ
ー
ム

が
見
事
優
勝
、
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
野

球
経
験
者
で
、
中
に
は
甲
子
園
経
験
者

も
お
り
、
ど
の
チ
ー
ム
も
ほ
と
ん
ど
歯

が
立
た
な
い
状
態
で
し
た
。

　

白
熱
し
た
大
会
終
了
後
は
懇
親
会
が

催
さ
れ
ま
し
た
。
普
段
は
、
青
年
部
と

関
係
機
関
が
交
流
す
る
機
会
は
少
な
い

で
す
が
、
懇
親
会
で
は
和
気
あ
い
あ
い

の
中
で
色
々
な
話
に
花
が
咲
い
て
い
ま

し
た
。

第
42
回
清
里
町
農
協
青
年
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

好
プ
レ
ー
珍
プ
レ
ー
続
出
！

清里南Aチームが優勝しました。
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初
日
は
、
時
折
肌
寒
さ
も
感
じ
ら
れ

た
が
、
二
日
目
は
天
気
が
良
く
、
雨
に

あ
た
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

宿
泊
ホ
テ
ル
の
バ
イ
キ
ン
グ
で
は
、

個
室
を
貸
切
に
し
て
頂
き
、
ス
テ
ー
キ

を
そ
の
場
で
焼
い
て
く
れ
、
美
味
し
さ

と
楽
し
い
話
に
花
が
咲
き
、
部
員
そ
れ

ぞ
れ
が
楽
し
ん
で
い
る
様
子
だ
っ
た
。

ホ
テ
ル
の
最
上
階
の
15
階
に
は
、
夜
景

を
見
な
が
ら
、
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
曲
を

ピ
ア
ノ
演
奏
し
て
く
れ
る
バ
ー
が
あ
っ

た
。

　

日
頃
の
農
作
業
、
家
事
か
ら
開
放
さ

れ
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
視
察
研
修
と

な
っ
た
。

源
・
食
べ
物
の
大
切
さ
を
学
び
、
こ
れ

か
ら
の
こ
と
を
み
ん
な
で
考
え
て
い
き

た
い
と
土
の
館
が
創
ら
れ
た
。

　

土
と
土
地
改
良
の
今
昔
の
様
子
や
農

耕
の
歴
史
コ
ー
ナ
ー
を
見
学
し
た
。
ト

ラ
ク
タ
博
物
館
で
は
１
０
０
年
前
に
カ

ナ
ダ
で
製
造
さ
れ
た
蒸
気
ト
ラ
ク
タ
等
、

希
少
な
も
の
ば
か
り
が
展
示
さ
れ
て
い

た
。

＊
男
山
酒
造
り
資
料
館

　

男
山
は
寛
文
年
間
（
１
６
６
１
年
〜

１
６
７
３
年
）、
伊
丹
に
お
い
て
醸
造

を
は
じ
め
、
江
戸
時
代
か
ら
古
今
第
一

の
名
酒
と
し
て
将
軍
家
の
愛
飲
を
受
け
、

歌
麿
の
浮
世
絵
に
も
描
か
れ
、
現
代
に

継
承
さ
れ
た
伝
統
の
名
酒
で
あ
る
。
大

雪
山
連
峰
の
万
年
雪
を
源
と
す
る
伏
流

水
と
、
醸
造
に
最
も
適
し
た
厳
し
い
寒

さ
の
気
候
風
土
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
仕
込
水
を
本
蔵
前
の
岩
か
ら
流
し
来

館
の
皆
様
に
開
放
し
、
親
し
ま
れ
て
い

る
。
品
質
の
面
で
は
、
国
内
は
も
と
よ

り
海
外
の
酒
類
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て

数
々
の
金
賞
受
賞
に
輝
く
、
北
の
名
醸

　

去
る
７
月
３
〜
４
日
に
Ｊ
Ａ
清
里
町

女
性
部
（
成
戸
貴
子
部
長
）
は
富
良
野
・

旭
川
方
面
で
視
察
研
修
を
実
施
し
た
。

（
参
加
者　

部
員
59
名　

事
務
局
１
名
）

＊
土
の
博
物
館
　
土
の
館

　

世
界
の
農
耕
の
ル
ー
ツ
を
探
り
、
先

人
の
労
苦
と
大
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
、

残
さ
れ
た
労
作
か
ら
仕
事
の
取
り
組
み

方
を
教
わ
り
、
土
壌
や
自
然
環
境
・
資

蔵
で
あ
る
。

　

お
酒
を
造
る
工
程
を
説
明
し
て
も

ら
っ
た
後
、
昔
の
酒
造
り
道
具
、
江
戸

時
代
の
資
料
室
を
観
覧
後
、
試
飲
を
し
、

家
族
へ
の
お
土
産
に
お
酒
を
買
い
求
め

て
い
た
。

＊
旭
川
家
具
セ
ン
タ
ー

　

32
社
の
メ
ー
カ
ー
の
家
具
が
あ
る
。

素
材
・
デ
ザ
イ
ン
等
に
こ
だ
わ
り
を

持
っ
て
創
っ
て
い
る
。
高
級
感
あ
る
木

は
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
。

　

木
の
種
類
に
よ
っ
て
色
が
違
う
。
家

具
選
び
か
ら
、
特
注
の
相
談
、
修
理
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
を
行
っ
て
お
り
、

イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
資
格

を
も
つ
家
具
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
、
専
門

知
識
と
キ
ャ
リ
ア
あ
る
ス
タ
ッ
フ
が
い

る
。

100年前の蒸気トラクタ

富良野 ニングルテラス

旭川家具センター

平成25年度ＪＡ清里町女性部視察研修

土は『自然界の母』土の大切さを学ぶ
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ほ
し
い
。
最
後
ま
で
覚
悟
を
持
っ
て
立

ち
向
か
い
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
、
と
も

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
』
と
熱
く
語
り
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
方
か
ら
は
『
身
近
な
こ
と

を
と
り
あ
げ
て
い
て
、
わ
か
り
や
す

か
っ
た
』
と
好
評
で
し
た
。

　

６
月
27
日
、
北
見
市
に
お
い
て
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
行
わ

れ
、
講
師
に
東
京
大
学
大
学
院
鈴
木
宣

弘
教
授
よ
り
『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め
ぐ
る
情
勢

と
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
』
と
題
し

て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
役
員
９
名
と
事
務

局
の
10
名
が
参
加
し
、
各
関
係
機
関
等
、

総
勢
３
０
０
名
以
上
が
参
集
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
教
授
は
『
女
性
の
力
は
と
て
も

大
き
い
の
で
女
性
に
積
極
的
に
動
い
て

ＴＰＰを
考える
フォーラム

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め
ぐ
る
情
勢
と
今
後
の
対
応
策

『
女
性
の
力
が
大
き
い
』

『
最
後
ま
で
覚
悟
を
持
っ
て
立
ち
向
か
い
ま

し
ょ
う
!!
』

富良野 四季彩の丘
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北
海
道
協
同
組
合
通
信
社
よ
り
毎
月

発
行
さ
れ
る
『
ニ
ュ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
』

の
８
月
号
に
当
Ｊ
Ａ
長
い
も
生
産
組
合

（
篠
田
英
司
組
合
長
）
よ
り
長
芋
料
理

が
掲
載
さ
れ
ま
す
。

ニ
ュ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
８
月
号
に
掲
載
!!

　
長
芋
の
フ
ル
コ
ー
ス
を
紹
介

　

料
理
は
「
長
芋
の
ハ
ム
カ
ツ
」「
長

芋
の
お
こ
わ
」「
長
芋
の
漬
物
一
本
漬

け
」「
長
芋
の
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」

の
４
品
で
、
長
い
も
生
産
組
合
を
代
表

し
て
第
８
営
農
集
団
黒
田
明
美
さ
ん
と

佐
藤
静
子
さ
ん
が
調
理
し
、
取
材
を
受

け
ま
し
た
。

　

黒
田
さ
ん
は
『
掲
載
記
事
の
出
来
上

が
り
が
楽
し
み
。
こ
れ
を
機
会
に
長
芋

の
料
理
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

食
べ
て
も
ら
い
た
い
。』
と
長
芋
料
理

が
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
で
き
れ
ば
と
感
想
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

「長芋のハムカツ」「長芋のおこわ」「長芋の漬物一本漬け」
「長芋のレアチーズケーキ」

　７月末に発行予定の
８月号に掲載されますので、

みなさんご覧下さい。

長芋のフルコース
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・
花
薄
荷
　
リ
ー
ス
作
り
体
験

　

ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
料
理
を
皆
で
い
た
だ

き
、
リ
ー
ス
作
り
体
験
を
し
た
。
敷
地
内

に
は
ハ
ー
ブ
が
１
０
０
種
類
以
上
植
え
て

あ
り
、
雑
貨
屋
な
ど
も
見
て
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
し
た
。

　

６
月
20
日
〜
21
日
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

部
（
青
野
静
香
部
長
）
は
女
満
別
・
北
見

方
面
で
視
察
研
修
を
実
施
し
た
。

　
（
参
加
者　

部
員
26
名　

事
務
局
１
名
）

・
ホ
ク
レ
ン
女
満
別
種
子
工
場

　

て
ん
菜
事
業
の
合
理
的
な
運
営
に
重
要

な
良
質
原
料
て
ん
菜
確
保
の
た
め
、
地
域

に
適
し
た
優
良
種
子
を
供
給
す
る
目
的
で

設
け
ら
れ
た
部
門
で
す
。
こ
の
目
的
に

沿
っ
て
、
て
ん
菜
栽
培
を
前
進
さ
せ
る
た

め
新
品
種
の
普
及
・
新
技
術
の
開
発
を
手

が
け
て
い
る
。
よ
り
良
い
種
子
を
求
め
て
、

て
ん
菜
の
新
品
種
開
発
・
採
種
・
製
造
・

供
給
か
ら
野
菜
種
子
の
ペ
レ
ッ
ト
加
工
ま

で
幅
広
く
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

資
料
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
説
明
を
受

け
た
後
、
種
子
の
圃
場
を
見
せ
て
い
た
だ

い
た
。
種
子
を
作
る
ま
で
の
過
程
を
知
り
、

『
種
に
対
す
る
気
持
ち
が
変
わ
っ
た
ね
』

と
の
声
が
あ
っ
た
。

平成 25年度
フレッシュミズ視察研修

積極的な質問
飛び交い、
有意義な
研修

・
京
セ
ラ
ソ
ー
ラ
ー
Ｆ
Ｃ
北
見

　

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
時
と
設

置
し
て
な
い
時
の
料
金
の
比
較
を
例
に
あ

げ
て
説
明
、
４
人
家
族
で
20
万
円
以
上
の

差
が
出
る
。
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
し

た
時
に
か
か
る
初
期
投
資
費
用
は
、
売
電

分
を
考
え
る
と
、
10
〜
13
年
で
償
却
で

き
る
。
パ
ネ
ル
は
掃
除
す
る
必
要
は
な
く
、

ホ
コ
リ
や
土
が
つ
い
て
も
雨
で
流
れ
、
汚

れ
が
落
ち
や
す
い
よ
う
に
で
き
て
い
る
。

　

研
修
先
で
は
、
真
剣
な
眼
差
し
で
説
明

を
受
け
、
ま
た
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
、

色
々
な
部
分
で
勉
強
に
な
っ
た
と
皆
さ
ん

満
足
し
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

　

12
月
に
は
料
理
交
流
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
に
入
部
さ
れ
て

い
な
い
方
で
も
、
自
己
負
担
と
は
な
り
ま

す
が
、
一
回
に
限
り
行
事
に
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
も
ら
え
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ボーリングも
やりました !!

てん菜の種子

ホクレン女満別種子工場

花薄荷では、それぞれかわいいリースが出来ました。終わった後は、ゆっくりティータイムを過ごしました。

花薄荷では定休日にお店
を開けてくれ、貸切にし
ていただきました。

京セラソーラ
FC 北 見 に て。
真剣に聞き入っ
てました。
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の
が
実
情
で
あ
り
、
な
ん
と
か
し
て
隠

さ
れ
た
実
情
を
国
民
に
知
ら
せ
て
ほ
し

い
。
と
熱
く
語
り
、
参
加
者
か
ら
の
質

問
も
相
次
い
で
出
さ
れ
て
い
た
。

　

参
加
し
た
女
性
か
ら
は
『
食
品
を
買

う
時
は
、
産
地
と
値
段
を
見
て
い
る
が
、

家
計
の
事
情
に
よ
っ
て
は
、
つ
い
つ
い

安
い
方
に
手
が
の
び
て
し
ま
う
。
家
族

の
健
康
を
考
え
る
の
が
主
婦
。
食
の
安

全
が
第
一
、
他
の
人
に
も
実
態
を
わ

か
っ
て
も
ら
い
断
固
阻
止
を
訴
え
て
い

き
た
い
』
と
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。　

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
日
本
の
参
加
は
７

月
23
日
か
ら
の
３
日
間
と
な
っ
て
お
り
、

日
本
の
主
張
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
は

低
く
、
気
を
緩
め
る
こ
と
の
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断

固
阻
止
運
動
を
展
開
し
、
最
後
ま
で
あ

き
ら
め
る
こ
と
な
く
声
を
出
し
て
闘
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

７
月
８
日
、
農
林
中
金
総
合
研
究
所

の
特
任
研
究
員
行ゆ

き
と
も友
弥

わ
た
る

氏
を
講
師
に

招
き
、『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
〜
農
業
と
地
域
社
会
・

国
民
生
活
へ
の
影
響
』
と
題
し
、
講
演

会
が
行
わ
れ
、
組
合
員
・
農
協
職
員
・

関
係
機
関
・
一
般
の
方
等
、
約
90
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
と
、
北
海
道
が

一
番
打
撃
を
受
け
る
。
参
加
に
対
す
る

世
論
は
賛
成
が
７
割
ほ
ど
と
な
っ
て
い

る
が
、
内
容
を
理
解
し
て
い
る
人
が
少

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
最
近
に
な
っ

て
、
新
聞
で
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
し
て
批
判

的
な
記
事
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

メ
リ
ッ
ト
が
全
く
な
い
こ
と
に
早
く
気

付
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

情
報
が
あ
ま
り
与
え
ら
れ
て
い
な
い

家の光講演会『ＴＰＰ〜農業と地域社会・国民生活への影響』

　実態を明ら
かにして断固

阻止！
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春
の
播
付
け
作
業
が
低
温
・
降
雪
・

降
雨
に
よ
り
大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
。

　

各
地
で
援
農
が
行
わ
れ
た
が
、
当
農

協
で
も
、
町
・
ホ
ク
レ
ン
・
農
協
職
員

に
よ
り
５
月
28
日
か
ら
６
月
４
日
ま
で

の
８
日
間
、
31
戸
、
延
べ
１
２
６
名
に

よ
り
援
農
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
も
、
強
風
や
降
雨
に
よ
り
中

止
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
職

員
に
よ
る
補
植
作
業
が
行
わ
れ
、
慣
れ

な
い
手
つ
き
な
が
ら
、
少
し
で
も
組
合

員
の
手
助
け
に
な
れ
ば
と
必
死
で
作
業

に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
職
員
か
ら
は
、「
組
合
員

さ
ん
の
春
耕
作
業
の
大
変
さ
を
感
じ
た
。

天
候
回
復
に
よ
り
出
来
秋
を
期
待
す
る

が
、
今
迄
と
は
違
っ
た
意
味
で
生
育
を

見
守
り
た
い
。」
と
の
声
も
あ
り
、
組

合
員
の
方
々
と
の
会
話
も
有
意
義
と
の

声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

ン
タ
ー
排
液
を
圃
場
に
散
布
す
る
こ
と

で
発
生
す
る
臭
気
は
、
来
町
者
や
地
域

住
民
に
『
臭
い
』
の
イ
メ
ー
ジ
を
植
え

付
け
て
い
た
が
、
今
後
は
市
街
地
周
辺

や
民
泊
施
設
周
辺
に
処
理
水
を
散
布
す

る
こ
と
で
環
境
問
題
の
解
消
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

　

５
月
23
日
、
で
ん
粉
工
場
に
お
い
て

地
域
資
源
循
環
活
用
施
設
、
深
層
曝
気

処
理
施
設
工
事
の
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
た
。

　

施
設
は
、
町
の
平
成
24
年
度
農
山
漁

村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金

事
業
に
基
づ
き
、
深
層
曝
気
処
理
施
設

φ
１
・
５
ｍ
×
深
度
52
ｍ
×
３
基
、
処

理
液
貯
留
槽
１
万
２
４
０
㎥
、
機
械
室

１
棟
の
規
模
で
既
存
施
設
の
隣
に
増
設

さ
れ
、
本
年
11
月
末
に
完
成
予
定
で
あ

る
。

　

処
理
能
力
は
、
既
存
施
設
と
合
わ
せ

て
約
２
万
３
８
０
０
ｔ
／
年
で
規
制
区

域
全
面
積
を
散
布
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

施
設
の
完
成
に
よ
り
、
今
ま
で
デ
カ

天
候
不
順
に
よ
る
大
幅
な
農
作
業
遅
れ

町
・
ホ
ク
レ
ン
・
農
協
職
員
に
よ
る
援
農
実
施
！

地
域
資
源
循
環
活
用
施
設 

深
層
曝
気
処
理
施
設
工
事
地
鎮
祭

　   

環
境
問
題
の
解
消
へ
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と
が
出
来
て
、
し
か
も
も
っ
と
田
ん
ぼ

の
こ
と
を
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。
今

年
も
お
じ
い
さ
ん
の
田
ん
ぼ
を
手
伝
っ

て
、
も
っ
と
田
ん
ぼ
の
こ
と
を
知
り
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
ま
た
わ
す
れ
た
ら

こ
の
本
を
読
み
返
し
た
い
で
す
。

○
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
使
う
と
、
農
業
の

事
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

私
達
が
ふ
だ
ん
食
べ
て
い
る
給
食
の
材

料
な
ど
、
全
然
気
に
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
は
じ
め
は
、

「
こ
ん
な
の
か
ん
た
ん
」「
知
っ
て
る
よ
」

「
あ
た
り
ま
え
」
と
言
っ
て
い
た
よ
う

な
事
ば
か
り
だ
っ
た
け
ど
、
だ
ん
だ
ん

レ
ベ
ル
Ｕ
Ｐ
し
た
の
で「
な
に
こ
れ
？
」

「
な
る
ほ
ど
！
」
と
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

○
こ
の
学
習
を
通
し
て
分
か
っ
た
こ
と

は
、「
農
業
は
生
き
て
い
く
上
で
大
切

な
こ
と
な
の
に
農
家
が
へ
っ
て
き
て
い

る
」「
農
業
は
１
年
か
か
っ
て
か
ん
せ

い
す
る
、
と
て
も
大
切
な
大
仕
事
で
あ

る
」
で
す
。
ま
た
、
農
業
に
つ
い
て
く

わ
し
く
調
べ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
食
・
環
境
等
と
農
業

の
つ
な
が
り
を
意
識
し
、
農
業
へ
の
理

解
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

と
も
多
く
、
自
分
た
ち
で
育
て
て
、
改

め
て
知
る
よ
う
で
す
。

　

学
校
か
ら
は
『
農
業
を
知
っ
て
、
将

来
は
地
元
に
戻
っ
て
農
業
を
や
っ
て
く

れ
る
と
い
い
で
す
ね
。
食
育
の
大
切
さ

を
子
ど
も
た
ち
に
学
ん
で
ほ
し
い
で

す
。』
等
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

教
材
を
活
用
し
た
感
想

（
全
国
の
教
師
・
子
ど
も
達
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
る
）

＊
先
生
方
よ
り
＊

○
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
取
り
組
み
や

す
い
教
材
で
、
補
助
教
材
と
し
て
と
て

も
役
立
っ
た
。
農
業
に
つ
い
て
の
関

心
や
問
題
点
を
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

も
っ
と
多
く
の
人
々
に
知
ら
せ
、
家
庭

で
の
話
し
合
い
な
ど
に
喚
起
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

○
教
師
用
の
資
料
が
展
開
も
含
め
詳
し

く
で
き
て
い
た
の
で
、
授
業
の
参
考
に

な
っ
た
。
グ
ラ
フ
等
の
資
料
も
多
く
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
学
習
の
興
味
を
高
め

る
上
で
も
役
に
立
っ
た
。

＊
児
童
感
想
文
よ
り
＊

○
僕
の
お
じ
い
さ
ん
の
と
こ
ろ
も
田
ん

ぼ
と
畑
が
あ
る
の
で
、
田
ん
ぼ
の
こ
と

は
よ
く
知
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の

本
を
よ
ん
で
も
っ
と
田
ん
ぼ
を
知
る
こ

　

４
月
30
日
、
清
里
・
光
岳
・
緑
町
小

学
校
の
５
年
生
、
計
43
名
に
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
食
農
教
育
応
援
事
業
と
し
て
教
材
本

を
配
布
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で
は
子
ど
も
た
ち
が
食

料
を
生
産
す
る
「
農
」
の
役
割
や
重
要

性
、
自
然
・
社
会
環
境
と
「
食
」
の
つ

な
が
り
等
に
つ
い
て
学
び
、
農
業
へ
の

理
解
が
深
ま
る
よ
う
に
と
食
農
、
環
境

保
全
、
金
融
経
済
に
か
か
る
補
助
教
材

を
小
学
校
に
贈
呈
す
る
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

食
農
教
育
応
援
事
業
」
を
平
成
20
年
度

よ
り
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
の

一
環
と
し
て
、
小
学
校
５
年
生
向
け
に

「
農
業
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　

各
学
校
の
畑
に
は
毎
年
、
子
ど
も
た

ち
の
手
に
よ
り
色
々
な
作
物
を
植
え
て

お
り
、
自
分
達
で
収
穫
し
て
調
理
し
食

べ
て
お
り
、
食
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
。

農
家
の
子
ど
も
で
も
、
わ
か
ら
な
い
こ

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
食
農
教
育
応
援
事
業
と
し
て
教
材
本
を
小
学
校
へ
配
布

　
農
業
は
と
て
も
大
切
な
大
仕
事

清里小学校 光岳小学校

緑町小学校

各
小
学
校
へ
贈
呈
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６
月
30
日
、
清
里
町
農
民
連
盟
（
山

崎
一
幸
委
員
長
）
は
、
東
京
駅
丸
の
内

北
口
に
お
い
て
「
大
地
の
め
ぐ
み
を
食

べ
て
み
ま
せ
ん
か
」
の
横
断
幕
を
掲
げ
、

砂
糖
（
ホ
ク
レ
ン
無
償
提
供
）
と
チ
ラ

シ
３
０
０
セ
ッ
ト
を
配
布
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
参
加
へ
の
反
対
を
訴
え
、
北
海
道

農
業
へ
の
理
解
を
求
め
、
北
海
道
農
業

の
応
援
団
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

連
盟
で
は
、
２
年
に
一
度
、
移
動
執

行
委
員
会
を
実
施
し
、
様
々
な
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
や
は
り
Ｔ

Ｐ
Ｐ
対
策
が
最
重
要
課
題
で
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
に
向
け
て
デ
モ
行
進
や

集
会
・
要
請
行
動
な
ど
数
々
の
運
動
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
世
論
調
査
な

ど
で
は
、
依
然
と
し
て
参
加
賛
成
が
過

半
数
を
超
え
る
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
都
市
で
生
活
さ
れ
て
い
る

多
く
の
方
々
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
は
農
家
の

エ
ゴ
な
ど
で
は
な
く
、
安
心
・
安
全
な

食
料
生
産
と
国
民
の
食
卓
を
守
る
た
め

に
必
要
な
事
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
る
た

め
東
京
駅
前
で
の
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
反
応
が
あ
る
か
、
不
安

は
感
じ
ま
し
た
が
、
さ
と
う
き
び
以
外

の
物
か
ら
砂
糖
を
作
っ
て
い
る
こ
と
を

知
ら
な
い
人
、
そ
の
原
料
で
あ
る
「
て

ん
菜
」
を
知
ら
な
い
人
、
そ
れ
を
北
海

道
で
作
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人

が
多
く
、
私
た
ち
が
作
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
説
明
し
砂
糖
を
手
渡
す
と
「
頑

張
っ
て
下
さ
い
！
」
と
の
励
ま
し
の
言

葉
も
聞
か
れ
、
温
か
い
人
た
ち
が
多
い

こ
と
、
そ
し
て
北
海
道
農
業
は
ま
だ
ま

だ
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で

き
ま
し
た
。

　

清
里
町
農
民
連
盟　

移
動
執
行
委
員
会　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
・
街
宣
活
動

　

安
心
・
安
全
な
食
料
を
守
る
た
め
Ｐ
Ｒ
活
動
実
施

　

金
融
課
で
は
、
貯
金
の
広
域
推
進
と

し
て
「
ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
６
月

か
ら
７
月
末
ま
で
の
２
ヵ
月
間
に
限
り
、

定
期
貯
金
１
年
・
３
年
・
５
年
も
の
、

定
期
積
金
１
〜
５
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
あ
り
ま
す
。
定
期
貯
金
に
は
、
そ
の

場
で
当
た
る
ス
ピ
ー
ド
く
じ
付
き
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
回
の
推
進
と
併
せ
て
、
小
学
生
以

下
の
子
ど
も
た
ち
に
「
ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ

の
ぬ
り
え
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆

様
か
ら
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
ス
テ
キ
な

「
ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ
の
ぬ
り
え
」
は
７
月

末
ま
で
金
融
課
に
て
展
示
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
下
さ
い
。

 「ちょきんぎょ
　　サマーキャンペーン」
子どもたちの色とりどりの作品を展示

ぬりえを
持って
来てネ !

ぬりえを持って来てくれた子に
は、クジを引いてもらって景品
をプレゼントしています。



　
中
高
年
で
歯
が
抜
け
る
最
大
の
原
因

は「
歯
周
病
」で
す
。歯
周
病
の
原
因
は「
プ

ラ
ー
ク
（
歯
垢
〈
し
こ
う
〉）」
が
歯
の
表

面
に
付
く
こ
と
で
す
。
プ
ラ
ー
ク
は
「
生

き
た
細
菌
の
集
団
」
で
、
食
べ
か
す
な

ど
と
は
違
い
、
の
り
の
よ
う
に
歯
に
べ
っ

た
り
と
付
着
し
て
い
る
の
で
、
口
を
す

す
ぐ
程
度
で
は
落
と
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
毎
日
、
正
し
い
歯
磨
き

を
し
て
、
歯
に
付
着
し
た
プ
ラ
ー
ク
を

落
と
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
ず
歯
ブ
ラ
シ
の
選
び
方
が
大
切
で

す
。
毛
先
の
サ
イ
ズ
は
、
自
分
の
奥
歯

２
本
分
、
ま
た
は
前
歯
３
本
く
ら
い
。

毛
先
の
断
面
は
平
ら
な
も
の
が
お
薦
め

で
す
。
毛
の
硬
さ
は
、
歯
肉
の
状
態
が

健
康
な
ら
「
普
通
」
の
硬
さ
の
歯
ブ
ラ

シ
を
、
歯
肉
か
ら
出
血
し
や
す
く
な
っ

て
い
た
ら
「
や
わ
ら
か
め
」
を
使
い
ま
す
。

　
歯
ブ
ラ
シ
は
、
歯
と
歯
肉
の
境
目
に

歯
の
面
に
対
し
て
直
角
に
当
て
ま
す
。

歯
の
内
側
を
磨
く
と
き
は
舌
が
あ
る
の

で
斜
め
に
な
り
ま
す
。
磨
き
方
は
、
歯

ブ
ラ
シ
の
毛
が
開
か
な
い
程
度
の
軽
い

力
で
、
小
刻
み
に
左
右
に
動
か
し
ま
す
。

理
想
的
に
は
、
同
じ
と
こ
ろ
を
30
往
復

く
ら
い
磨
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
歯
は
円
柱
状
に
な
っ
て
い
ま
す
。
歯

ブ
ラ
シ
で
磨
け
る
の
は
表
側
と
裏
側
だ

け
で
、
歯
と
歯
の
間
は
磨
け
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
特
殊
加
工
し
た
糸
「
デ
ン
タ

ル
フ
ロ
ス
」
で
、
歯
間
に
通
し
て
プ
ラ
ー

ク
を
か
き
出
し
ま
す
。

　
歯
と
歯
の
間
に
隙
間
が
空
い
て
き
た

場
合
は
、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
よ
り
も
、

隙
間
に
合
っ
た
太
さ
の
歯
間
ブ
ラ
シ
を

使
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
部
分
入
れ
歯
の
あ
る
方
は
、
必
ず
外

し
て
、
入
れ
歯
専
用
歯
ブ
ラ
シ
で
磨
い

て
く
だ
さ
い
。
入
れ
歯
専
用
歯
ブ
ラ
シ

に
は
、
硬
い
ブ
ラ
シ
と
柔
ら
か
い
ブ
ラ

シ
が
あ
る
の
で
、
入
れ
歯
の
金
属
部
分

は
硬
い
ブ
ラ
シ
で
、
歯
の
部
分
は
柔
ら

か
い
ブ
ラ
シ
で
磨
き
ま
す
。

正
し
い
歯
磨
き
法佐

久
総
合
病
院
名
誉
院
長
●
松
島
松
翠
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清
里
町
の
う
き
ょ
う
年
金
友
の
会

（
森
毅
会
長
）
は
去
る
７
月
４
日
、
緑

清
荘
に
お
い
て
第
23
回
通
常
総
会
を
開

き
、
会
員
43
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

24
年
度
事
業
報
告
と
収
支
決
算
書
、

25
年
度
の
事
業
計
画
及
び
役
員
改
選
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

◆
平
成
25
年
度
の
主
な
行
事
内
容

　

７
月
24
日　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

８
月
21
日　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

平
成
26
年
３
月
25
日
〜
27
日　

　
　
　
　
　
　

温
泉
保
養
親
睦
会

ご紹介者に、お礼として素敵な
プレゼントをご用意しています。
さらに、ご紹介者とお友達に

抽選で温泉宿泊券
をプレゼントいたします！

会員ご紹介キャンペーン
詳しくはＪＡ金融課まで

◆
清
里
町
の
う
き
ょ
う
年
金
友
の
会

　

新
役
員
（
平
成
25
年
〜
平
成
26
年
）

会　

長　
　
　

石
川　

頼
明
（
新
）

副
会
長　
　
　

佐
々
木
茂
之
（
新
）

　
　
　
　
　
　

中
西　

安
次
（
新
）

監　

事　
　
　

佐
藤　

慶
樹
（
再
）

　
　
　
　
　
　

田
中　

良
夫
（
再
）

支
部
長

（
大
和
・
上
斜
里
）下
田　

清
治
（
再
）

（
上
斜
里
西
・
中
）宍
戸　

光
一
（
再
）

（
上
斜
里
南
）　

坂
野　

時
春
（
再
）

（
向
陽
）　　
　

大
町　

幸
一
（
再
）

（
江
南
）　　
　

大
岸　

良
雄
（
再
）

（
神
威
）　　
　

伊
藤　

昭
一
（
再
）

（
札
弦
・
緑
）　

垂
石　

貞
信
（
再
）

  

清
里
町
の
う
き
ょ
う
年
金
友
の
会
通
常
総
会

役
員
改
選
で
新
役
員
が
決
定
す
る
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・
渡
辺
キ
ミ
子
さ
ん
（
92
歳
）

　

清
里
町
羽
衣　

渡
辺
一
弘
さ
ん

の
祖
母

　

平
成
25
年
４
月
24
日
逝
去

・
廣
田　

ト
メ
さ
ん
（
94
歳
）

　

清
里
町
江
南　

廣
田
徳
男
さ
ん

の
母

　

平
成
25
年
５
月
２
日
逝
去

・
谷
澤　

武
壽
さ
ん
（
78
歳
）

　

清
里
町
神
威　

谷
澤
新
一
さ
ん

の
父

　

平
成
25
年
５
月
18
日
逝
去

・
佐
藤　

重
雄
さ
ん
（
92
歳
）

　

清
里
町
上
斜
里　

佐
藤
学
さ
ん

の
祖
父

　

平
成
25
年
５
月
23
日
逝
去

・
茂
木　

昌
二
さ
ん
（
81
歳
）

　

清
里
町
上
斜
里　

茂
木
祐
一
さ
ん

の
父

　

平
成
25
年
６
月
29
日
逝
去

・
大
岸
錬
太
郎
さ
ん
（
83
歳
）

　

清
里
町
江
南　

大
岸
利
行
さ
ん

の
父

　

平
成
25
年
７
月
２
日
逝
去

・
高
田　
　

忠
さ
ん
（
87
歳
）

　

清
里
町
向
陽　

高
田
雅
士
さ
ん

の
祖
父

　

平
成
25
年
７
月
９
日
逝
去

　

協
議
事
項

次
の
事
項
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

１　

大
豆
・
麦
等
生
産
体
制
確
立
推
進

事
業

　

報
告
事
項

次
の
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

①
平
成
25
年
度
農
作
物
作
付
実
測
の
集
約

②
平
成
25
年
度
固
定
資
産
取
得
価
格
交

渉
結
果

③
定
款
第
54
条
に
係
る
報
告
事
項

④
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く

「
経
営
管
理
資
料
」
の
う
ち
、
全
中
お

よ
び
農
林
中
金
が
定
め
る
事
項
の
報
告

⑤
総
体
的
な
リ
ス
ク
量
管
理
の
状
況
報
告

⑥
内
部
監
査
の
実
施
結
果

⑦
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
抗
議
す
る
北
海

道
集
会
の
開
催

向
け
た
組
織
討
議

③
平
成
26
年
度
農
林
水
産
予
算
概
算
要

求
「
酪
農
畜
産
基
本
政
策
」
に
係
る
組

織
討
議

④
平
成
24
年
産
玉
葱
の
本
精
算

⑤
中
斜
里
区
域
て
ん
菜
振
興
協
議
会
海

外
視
察
研
修
の
参
加

⑥
平
成
25
年
度
固
定
資
産
取
得
お
よ
び

修
繕
費
の
価
格
交
渉
結
果

⑦
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
（
一
般
総
合
監

査
）
の
実
施

⑧
経
営
定
期
点
検
（
４
月
期
）
の
実
施

結
果

⑨
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
常
務
・
参
事
会
海

外
視
察
研
修
の
参
加

⑩
平
成
24
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
新
契
約
優
績

Ｊ
Ａ
表
彰
視
察
研
修
の
参
加

⑪
青
年
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催

　

付
議
事
項

次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
１
号　

農
林
漁
業
資
金
の
借
入

及
び
貸
付

議
案
第
２
号　

固
定
資
産
の
取
得

議
案
第
３
号　

平
成
25
年
度
麦
作
セ
ン

タ
ー
の
操
業
計
画

議
案
第
４
号　

平
成
25
年
度
麦
作
セ
ン

タ
ー
の
自
主
検
定
員
の
選
任

　

付
議
事
項

次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
１
号　

平
成
25
年
度
農
作
物
作

付
面
積
実
計
画

議
案
第
２
号　

固
定
資
産
の
取
得

議
案
第
３
号　

平
成
24
年
度
Ｊ
Ａ
清
里

町
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
発
行

議
案
第
４
号　

従
業
員
に
対
す
る
６
月

期
賞
与
の
暫
定
支
給

　

報
告
事
項

次
の
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

①
新
た
な
経
営
所
得
安
定
対
策
の
構
築

に
向
け
た
組
織
討
議

②
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
確
立
に

第
5
回 

６
月
１
日

第
６
回 
６
月
27
日

理事会の経過を
　お知らせ致します

理事会の経過を
　お知らせ致します

組合員状況
〈平成 25年７月１日現在〉

■組合員数　　　　〈前回報告より〉
正組合員（個人） 227名　（変動なし）
　 〃 　（法人） 10法人（変動なし）
准組合員（個人）1,319名　（５  名  増）

〃 （法人） 0法人（変動なし）
　 〃 　（団体） 25団体（変動なし）

（合計）1,581
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TEL 0152-25-2355
〒099-4405  清里町羽衣町２番地   FAX 25-2941

●詳しくは、下記窓口までお気軽にお問い合わせ下さい●

共 済

 

 

 

いま、誰もが思う介護の不安に、
できるだけ、大きな安心と、
ずっと寄り添う、やさしさを。

共済期間

終身
介護の不安が高まる高齢期にもしっか
りと対応します。
　※加入年齢は40～75歳(65歳払込終了の場合は
　　40～60歳)となります。

まとまった一時金でお受け取りいただけるため、住宅改修費用や有料老人ホームなど
でもっとも多くの資金が必要となる初期費用はもちろん、月々の介護費用、収入減少分
などに役立てられます。
　※共済金年金支払特約の付加により、年金方式でのお受取も可能です。　

7月9日、10日の長期共済一斉推進期間中、組合員皆様におかれましては、ご多忙な時期にもかかわら
ず、推進訪問にご協力いただき心から厚くお礼申し上げます。今後も組合員を始めとする利用者に、保障
内容の説明と点検、加入プランの提供により、皆様の信頼を得られるよう努力してまいりますので、より
一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ、一斉推進のお礼とさせていただきます。

公的介護保険制度に連動し、幅広い要介護状態に対応するので安心。
要介護2～5に認定された場合、または重度要介護状態(ＪＡ共済独
自基準)となった場合に保障します。

介護共済
JAの

ご注意ください

※払込終了年齢を
　指定した場合

払込終了※

【ご契約例】
共済金額 500万円

ご加入

●この共済は、死亡時における
　保障はありません。※
●介護共済金をお支払いした
　場合には契約は消滅します。

長期共済一斉推進のお礼

一
生
涯
保
障

①公的介護保険制度に定める
　要介護２～５に認定されたとき
　　　　　　または

介護共済金 500万円

②所定の重度要介護状態になったとき
（ＪＡ共済独自基準）

（13015358009）
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１年もの 0.１%

3年もの 0.１5%

5年もの 0.2%

平成
25年 6/10月 7/31水▲

定期積金

定期
貯金

キャンペーン

店頭金利に＋0.1%
夏の

店頭表示

金利に

上乗せ

キャンペーン期間  6/10 ㈪～7/31 ㈬
対象商品　定期積金
預入期間　１～５年
受入条件　毎月１万円以上の新規､口座振替扱いのみ
対 象 者　個人の方に限定
粗　　品　小皿ペアセット

対象商品　定期貯金
対 象 者　個人の方に限らせていただきます。
受入の条件　新規お預入れ 10 万円以上､または 10万円以上増額書替の方。
預入期間　１年､３年､５年

プラス

プラス

プラス

キャンペーン期間

キャンペーン期間中にご契約された方に､その場で当たるスピードくじ付き

金融課 TEL 0152-25-2212
〒099-4405  清里町羽衣町２番地   FAX 25-2714

●詳しくは、下記窓口までお気軽にお問い合わせ下さい●

金融課よりお知らせ
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きゅうりを５ミリくら
いの輪切りにする。

❀保存容器等に入れ冷蔵庫で一晩おくとより一層美味しくいただけます。
❀余ったタレは再利用出来ます。大根で同じ様に作ってもGood!!
　（タレの保存は冷蔵庫に入れて１週間程度です。）

冷めたらザルにきゅう
りを上げる。

鍋に醤油・酢・砂糖・み
りんを入れ、火を付ける。

タレだけ鍋に戻して再度
沸騰させる。

沸騰したら細切りにした
ショウガとタカノツメを
入れ沸騰させ、火を止める。

沸 騰 し た ら 火 を 止 め
て、きゅうりを入れる。

輪切りにしたきゅうり
を入れる。（必ず火を止
めてから入れる !!）

「沸騰→火を止める
→きゅうりを入れる
→冷ます」の行程を３
〜 4 回繰り返すと

上の方はタレに漬かっていなくても時間が
経つとしんなりします。そうなったら上下
をかき混ぜ、まんべんなく漬かるようにす
る。冷めるまで放置する。（10 分くらい。）

きゅうりにタレがしみ込みま
す。最後は冷めるまで鍋に入
れておき、冷めたらザルに上
げてゴマをまぜて完成 !!

＊作り方＊

食べたらとまらない美味しさ!
おかずにも、お酒のつまみにもなります!
とても簡単にできますので、ぜひ作ってみて下さい。

清里のおいしい食材を使った

きょさとかあちゃん
クッキング

　　　　材　　　料（４人分）

＊きゅうり…………1kg（約 10 本）
＊タカノツメ………少々
＊生ショウガ………1 カケ
＊ゴマ………………少々
～タレ～
＊醤油………………200cc ～ 300cc（200cc でやってみました）

＊砂糖………………150g ～ 200g（170g でやってみました）

＊酢…………………150cc
＊みりん……………少々

第３営農集団浅井さん夫妻

＊食育＊
地産地消②

自家製のきゅうりを使いました

アサイの
パリッ!!と
Ｑちゃん♥

かつおぶしや梅、シソなどを混ぜると、

また違った味を楽しめますよ。いろいろ

ためしてみてネ !!

ア

イディア料

理

❶

❻

❷

❼

❸

❽

❹ ❺

❾

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

ア
ド
バ
イ
ス
!!

冷蔵庫で１
カ月

くらい日持
ちし

　ます

アレンジ
自由!!


